
































に生まれた世代が 65 歳以上となる平成 52 年
（2040 年）には、35.3％になると見込まれて
いる。 






































士候補者」という。）を受け入れ、平成 29 年 




























































これは、平成 28 年 11 月に成立、公布された
「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実
習の保護に関する法律」によるものであり、平








29 年 11 月、対象職種に介護を追加している。 









































































                                                        
5 2018 年 12 月 25 日、改正入管法施行に向け
新制度の運用のあり方を示した「基本方針」
と、行から 5 年間の受け入れ見込み数を 14














込み数を 14 業種で計 34 万 5150 人とした「分
野別運用方針」が閣議決定5され、うち介護分
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護では平成 29 年度で累計 1400 人を受け入れ
ている。しかしながら、介護福祉士国家試験の
合格者はフィリピンの場合、平成28年度で100
人受験し 36 人が合格し、合格率は 36％であ
る。平成 23 年度から平成 28 年度までの累計
受験者数は 515 人、合格者は 176 人、看護師
の合格率よりは高いものの合格率 34.17％に
とどまっている。 
























































































































１）生活習慣の違い 　 　 　 　 　 　 　 　
２）宗教の違い .211* 　 　 　 　 　 　 　
３）専門的な知識や技術の違い 0.111 .224* 　 　 　 　 　 　
４）日本語の書き方 0.052 0.025 .332** 　 　 　 　 　
５）日本語の読み方 0 .313** .273** .515** 　 　 　 　
６）日本人介護労働者との意思疎通 0.084 -0.078 -0.054 .230* .261* 　 　 　
７）日本人介護利用者との意思疎通 .248* 0.109 0.179 .337** .227* 0.156 　 　
８）能力評価の基準 0.187 0.197 0.07 -0.025 0.015 -0.024 0.078 　

























































































を伝えることに積極的である 　 　 　 　 　 　
２）自分の意見を日本語でしっかりと
相手に伝えることができる .392** 　 　 　 　 　
３）国籍を問わず、どんな人とでも一
緒に物事に取り組むことができる .583** .337** 　 　 　 　
４）異なる意見や文化、習慣を持つ人
に対して公平に接することができる .420** .311** .573** 　 　 　
５）海外の国の文化、習慣、伝統は尊
重したい .509** 0.126 .559** .668** 　 　
６）未知の経験を通じて、様々な事柄
を学ぼうとする気持ちがある .457** .212* .600** .615** .668** 　
７）日本人介護労働者との交流機会が













































































１）介護現場での同僚関係 　 　 　 　 　 　 　
２）日本のことなど新たな情報の獲得 0.135 　 　 　 　 　 　
３）介護現場以外での友人関係 .405** .317** 　 　 　 　 　
４）日本の介護技術の情報提供 .283** 0.207 0.111 　 　 　 　
５）日本の介護技術以外の情報提供 0.202 0.157 .294** 0.19 　 　 　
６）介護現場でのスーパーバイザー .318** 0.147 0.147 0.192 .247* 　 　
７）期待しない 0.142 -.277** -0.105 -0.08 -0.021 0.185 　












































































１）年収のアップ 　 　 　 　 　 　 　
２）帰国後のキャリアアップ 0.195 　 　 　 　 　 　
３）日本への永住 0.108 .242* 　 　 　 　 　
４）異性との出会い .333** 0.191 .392** 　 　 　 　
５）日本の友人をつくる .295** .314** .265* .244* 　 　 　
６）日本語力の向上 0.031 .321** 0.13 0.075 0.197 　 　
７）期待しない -0.178 0.002 .303** -0.148 -0.074 -0.003 　

















































る。そのうち介護は 2019 年度で最大 5 千人、













INTERNATIONAL LANGUAGE SCHOOL の井
坂 氏 、 伊 奈 垣 氏 、 SPECIALIST GROUP 
HOSPITAL＆TRAUMA CENTER の THELMA 




















年 12 月 25 日閣議決定案． 
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